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はじめに

　玉川大学農学部は2009年より，弟子屈町と共同で屈
斜路湖とその周辺の生物相調査を行ってきた．この報告
では屈斜路湖に生息するウグイ類の調査結果をまとめる．
　屈斜路湖にはウグイとエゾウグイが生息している（春
日井ほか，2014）．ウグイは，ほぼ日本全国に分布し，
淡水型と降海型が報告されているが，エゾウグイは北海
道と本州北部に分布し，北海道のエゾウグイは降海しな
いことが知られている（酒井，1989）．
　北海道（鵡川）でのウグイの産卵期は5―7月，エゾウ
グイの産卵期は6―7月と報告されている（Sakai, 1995）．
ウグイは産卵期に3条の赤い縦条が現れ，背びれ前部の
鱗数（背鰭前方鱗数）は37以下であり，うきぶくろの
後端は突出する一方，エゾウグイの赤い縦条は1条のみ
で薄く，鱗数は38以上で，うきぶくろの後端は丸いか
わずかに突出する（酒井，1989；加畑，1981）．ウグイ

とエゾウグイの区別は色合い，鱗の細かさ，うきぶくろ
の形状を総合して判断することとした．

方法

　ウグイ類の採取は屈斜路湖において2009年から2013

年にかけて，他の魚類採取と共に行った（吉川ほか，
2023）．2009年は6，9，10月に岸から沖に刺網（5×20 m，
目合い45 mm）を6か所設置，2010年は8，9月，2011

年は7月に同様に設置した．また，2012年は8月，2013

年は9月に，3か所（オサッペ，エントコマップ，シケ
レベンベツ川河口）のみに刺網をかけた．2011年の刺
網は1か所（エントコマップ河口）の沖側の10 mが目
合い25 mmであった．刺網は設置した翌日に回収した．
また，2011年は湖に加えて，オサッペ川，エントコマッ
プ川下流で7月にサデ網（網口95 cm，網長80 cm，目合
い3 mm）による採取を1回行った．
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要　約

　屈斜路湖において2009―2013年に刺網で採取したウグイ類を調べたところ，ウグイよりエゾウグイが多く採取され，
どの季節も雌の割合が高かった．繁殖期は産卵河川で雄の割合が高かったが，雄は他の季節も，雌の群れとは異なる
場所を利用していると思われた．2009，2010年のエゾウグイの体長は，310―320 mmが最も多かったが，2013年には
230―240 mmと小さく，また2009，2010年にエゾウグイで確認されていなかったリグラ条虫の感染が，2013年には
14％に達した．ウグイの感染は2010年は43％，2013年は69％であった．ウグイ類にウグイが占める割合は，2009―
2011までは10％以下であったが，2013年は49％と増加し，数年の間に大きく変化した．エゾウグイの主な餌生物は
藻類と外来種のウチダザリガニで，陸生昆虫，小型魚類，魚卵も摂食していた．エゾウグイが捕食できるウチダザリ
ガニの頭胸甲長は40 mm以下と小さいが，ウグイ類は個体数が多いこともあり，湖の生態系バランスに捕食者として
も影響を与えていると考えられた．
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　ウグイ類の食性を知るために，2009，2010，2011年
の採集個体の一部について消化管の内容物を調べた．内
容物は餌生物ごとに乾燥重量比と出現率（（ある餌生物
を捕食していた魚類の個体数／餌を食べていた魚類の個
体数）×100）を算出した．

結果

　屈斜路湖での，2009年（3回），2010年（2回），2011

年（1回），2013年（3か所1回）の採取で，エゾウグイ
はそれぞれ448，179，381，71個体，ウグイは34，8，
38，67個体が捕獲された（表1）．ウグイのウグイ類全
体に占める割合は，2009―2011年はそれぞれ7.1％，4.3％，
9.1％であったが，2013年は48.6％と高かった．2012年は，
ウグイ類はエゾウグイ9個体のみの採取であったため，
結果からは除いた．

2009・2010年の調査
　2009年のエゾウグイの平均体長（SL mm）と標準偏
差 は 雌 311±37.6（n＝274）， 雄 287±55.5（n＝13），
2010年は雌299±46.6（n＝172），雄278±13.1（n＝7）

であった．湖で採取されたエゾウグイは雌がほとんどで
雄が少なく，2009年の雄の割合は4.5％，2010年は3.9％
であった．体長組成を見ると，雄は大きい体長でも出現
しており，雄の方が小さいといった傾向は見られなかっ
た（図2；上田，2010；小池，2011）．
　ウグイの平均体長（mm）と標準偏差は，2009年は雌
292±36.9（n＝28），雄285±45.7（n＝6）であり，2010

年は雌のみ採取され，271±22.7（n＝8）であった．エ
ゾウグイと同様にウグイの採取個体も雌が多く，雄の割
合は，2009年は17.6％であった．エゾウグイと同様に大
きい体長でも雄は出現していた（図3；上田，2010）．
　2009年6月に採取された雌のエゾウグイのうち8個体
（体長315―356 mm）が，水泡で肥大した卵巣を持ってい
た（図4）．また，2010年8月に採取された雌のウグイ7

個体のうち，3個体が体腔内に条虫を持っていた（図4）．

図1　屈斜路湖の調査地点
●は湖，▲は河川の調査地点，★は弟子屈農場の位置を示す．

図2　2009・2010年のエゾウグイの体長組成

図3　2009・2010年のウグイの体長組成

表1　屈斜路湖で採取されたウグイ類
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2011年の調査
　2011年はウチダザリガニの調査と同時に行ったため，
湖と河川で採取されたエゾウグイとウグイは，ウチダザ
リガニの捕食者として，まとめて体長組成を示してある
（伊藤，2012）．また，この年は2009，2010年に観察さ
れた卵巣の水泡や条虫については確認しなかったため，
不明である．
　湖ではエゾウグイ381匹，ウグイ38匹が採取され，雄
の割合は，エゾウグイ11.0％，ウグイ57.8％であった（表
1）．湖で採取されたウグイ類の平均体長（mm）と標準
偏差は雌274±49.1（n＝355），雄238±38.1（n＝64）で
あった．2011年の刺網は１ヶ所の沖半分の目合いが細
かく，2009，2010年に比較すると，200 mm以下の個体
が多く採取された（図5）．
　河川ではエゾウグイ32匹（雌8，雄24），ウグイ7匹（雌
１，雄6）の，合計39匹のウグイ類が採集された．河川
では雌よりも雄の割合が高く，エゾウグイは71.9％，ウ
グイは85.7％であった．河川ではサデ網を用いて採取を
行ったが，採取されたウグイ類の平均体長（mm）は雌
218±19.7（n＝9），雄199±32.7（n＝30）であり，湖で
多く採取された250 mm以上の個体は河川ではほとんど
採取されなかった（図5）．

2013年の調査
　2013年に採取されたウグイ類は，2009年，2010年の
結果と大きく異なった．2009，2010年のエゾウグイの
体長の最頻値は310―320 mmであったが（図2），2013年
は230―240 mmと小さく（図6），ウグイも同様の傾向が
見られた．ウグイ類に占めるウグイの割合は，2009年
から2011までは10％以下であったが，2013年はウグイ
67個体，エゾウグイ71個体とほぼ同数であった（表1）．
　また2009，2010年は，9月であっても，生殖腺で雌雄
の判別が容易であったが，2013年はエゾウグイの
14.1％，ウグイの35.8％が雌雄の判別ができなかった．
雌雄を判別できた個体での雄の割合は，エゾウグイが
16.4％，ウグイが32.6％であった．
　コイ科魚類に寄生するリグラ条虫（Digramma 

interrupta）は生殖巣の発達を阻害することが知られて
いる（栗倉，1976）．条虫の第一中間宿主はカイアシ類，
第二中間宿主が魚類，終宿主は鳥類である（佐藤ほか，
1991）．2010年の調査で，ウグイのみに確認されていた
条虫が，2013年はエゾウグイでも観察された．エゾウ
グイの性別不明の個体の40.0％（4/10）は視認できる条
虫を持っており，また卵巣が確認できた雌の9.8％
（5/51），精巣が確認できた雄の10.0％（1/10）に条虫が
確認された．エゾウグイはどの体長でも感染しており（図
7），全体としては14.1％（10/71）が条虫を持っていた．
　ウグイは，2010年に採取された7個体のうち3個体に
条虫が確認されたが，2013年は採取個体のうち性別不
明の個体のほぼすべて（20/22），雌の62.1％（18/29），
雄の42.9％（6/14）で条虫が確認された．どの体長の個
体も感染しており（図7），全体としては68.7％（46/67）
が条虫を持っていた．

図4　ウグイ類の症例．
（a） 2009年にエゾウグイの雌の卵巣に見られた水泡（b,c,d）2010
年のウグイ（雌　295 mm）の体腔内に見られた条虫

図5　2011年の湖と河川のウグイ類の体長組成
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ウグイ類の食性
　2009年のエゾウグイの空胃率（（空胃個体数／胃内容
物を調査した個体数）×100）は6月41.7％（25/60），9

月70.6％（36/51），10月56.8％（25/44）であった．2010

年の空胃率は8月60.0％（49/86），9月44.9％（40/89）
であった．2011年は空胃個体が多く，91.0％（111/122）
の空胃率であった．
　餌生物の乾燥重量比を見ると，餌生物は甲殻類（ウチ
ダザリガニ）が多くを占め，次いで藻類が多く摂食され
ていた（図8）．出現率を見ても，多くの個体が甲殻類
と藻類を摂食していた（図8）．2010年の体長別の餌生
物をみると，250 mm以下の個体は藻類を，250 mm以上

の個体は陸生昆虫や甲殻類を捕食していた（図9）．
　エゾウグイが捕食していたウチダザリガニの大きさを
知るため，消化管に残っていたウチダザリガニの部位（頭
胸甲，掌節，掌節の可動肢や不動肢）を実際に捕獲した
ウチダザリガニ（頭胸甲長28.8―69.2 mm，n＝28）の測
定値と比較すると，体長334 mmのエゾウグイが頭胸甲
長30.5 mmのウチダザリガニを，365 mmが約37mm，
350 mmが28.8 mm以下の頭胸甲長のウチダザリガニを
捕食したと推定され，大型（体長300 mm以上）のエゾ
ウグイが小型（頭胸甲長30 mm以下）のウチダザリガ
ニを捕食していた（伊藤，2012）．
　その他の餌生物を詳しくみると，陸生昆虫ではコウ
チュウ目，カメムシ目，ハチ目など，貝類では小型の二
枚貝や巻貝が摂食されていた（図10；上田2010）．魚類

図6　2013年のエゾウグイとウグイの体長組成体長組成

図7　�2013年のエゾウグイとウグイのリグラ条虫の感染個体
の体長組成

図8　�2009―2011年のエゾウグイの餌生物の乾燥重量比と出
現率．

図9  2010年のエゾウグイの体長別の餌生物
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は小魚の骨が見られたが，種類は不明であった．魚卵は
2009年の10月は，卵の直径は3 mm前後（2.6―3.6 mm）， 

2010年の9月は直径1 mmほどであった．

考察

ウグイ類の雌雄比
　湖で採取されるエゾウグイはどの調査月でも雌が多
かった．雌と雄に大きな体長の違いが見られないことか
ら，雄の体長が小さく刺網にかからないとは考えにくく，
雄は雌の群れとは別の場所にいると思われる．2011年7

月の河川採取では，エゾウグイの雄の割合は7割を占め
ていたことから，雄は河川下流にいる可能性も考えられ
たが，産卵期とされる6，7月以外の月でも湖で採取さ
れる雄が少ないことから，湖内でも雌とは別の場所にい
ると推定される．
　福島県の美春ダムでのテレメトリー調査では，8―9月

にウグイが25℃以上の高水温を避けて水温23℃ほどの
水深17―18 mに滞在し，水深による水温差が少なくなる
夜間には時おり3 mほどの浅瀬に滞在することが報告さ
れている（長岡ほか，2022）．また福島県の奥只見湖で
は5月は3―5 m，6月は5―10 mに多く，7月は浅瀬から
15 mまで，8月は，浅瀬から30 mまで広く分散し，6.5―
23.1℃の水温範囲に出現していた（本多ほか，1980）．
屈斜路湖でも雄が屈斜路湖の沖や深い場所を利用してい
る可能性が考えられた．
　2011年7月に河川で採取されたウグイ類は，繁殖のた
めに河川にのぼっていたと考えられるが，湖では体長
250 mm以上の個体が多かったのに対し，河川では，ほ
とんどが体長250 mm以下であった．これは採取方法（サ
デ網）のために体長の小さい個体のみ採取された可能性
や，もしくは大型個体は早い繁殖時期の6月に，小型個
体は遅い繁殖時期の7月に，河川で産卵していた可能性
も考えられた．

ウグイとエゾウグイの経年変化
　ウグイ類の2013年の結果は，2009―2011年までの結果
と大きく異なった．エゾウグイは，2009―2011年まで採
取されていた体長300 mm以上の大型個体は，2013年は
ほとんど採取されなかった．また，ウグイ類のうちウグ
イの占める割合が2009―2011年は10％以下であったのに
比べ，2013年は48.6％と高かった．ウグイのみに確認さ
れていた体腔内の条虫が，2013年はエゾウグイにも確
認され，エゾウグイ14.1％，ウグイは48.7％と，高い感
染率を示した．
　条虫に感染している個体は，腹部が条虫のために膨れ
ているにも関わらず，消化管には餌生物が見られず，生
殖腺は未発達であった．条虫はウグイ類の繁殖個体を減
少させると考えられるのだが，高い感染率を持つウグイ
の方が低い感染率を持つエゾウグイより個体数の割合が
以前より高くなる傾向にある理由は不明であり，今後エ
ゾウグイとウグイの個体数変化や条虫の感染率に注意を
払う必要がある．
　エゾウグイの大型個体は陸生昆虫やウチダザリガニを
摂食しており，主な餌生物はウチダザリガニといえる．
ウチダザリガニは特定外来生物であり，生態系への影響
が大きいことから様々な場所で駆除が試みられている
（戸崎ほか，2012；Usioほか，2007）．同じく特定外来
生物で，北海道東部に生息するアメリカミンクは，大型
のウチダザリガニを多く捕食することが知られている
（南ほか，2016；竹下毅，2010）．エゾウグイは大型のウ

図10　2009年のエゾウグイの消化管に見られた餌生物
（　）内は摂食していたエゾウグイの体長もしくは体長範囲
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チダザリガニを捕食することはできないが，個体数も多
く，年間を通して湖の広い範囲を網羅できる捕食者とし
て，湖の生態系バランスに大きな影響を持つと考えられ
る．
　ウグイ類でも淡水性のエゾウグイは降海性のウグイや
マルタウグイに比べて，生活史が明らかになっていない
ことも多い（Sakai, 1995）．今回の5年の調査期間でも，
エゾウグイの体長組成や条虫の感染率が大きく変化し
た．今後ウグイ類の体長が小さくなれば，捕食されるウ
チダザリガニが減少するなど，生態系への影響が懸念さ
れることから，定期的な調査は必要と思われる．
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Biological Survey Report on Lake Kussharo and Its Surroundings Ⅱ
―Dace Species of Lake Kussharo―
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Abstract
　 In Lake Kussharo, dace species were collected by gill netting from 2009 to 2013. Ezo dace was more abundant than 

Japanese dace, and the proportion of females was high in all seasons in the lake. The proportion of males was high in 

spawning streams during the breeding season, but males seemed to use different areas from the female population when 

they were in the lake. In 2009 and 2010, the most common size class of Ezo dace was 310-320 mm(SL), but in 2013, it was as 

small as 230-240 mm. The infection of tapeworms, which was not detected in Ezo dace in 2009 and 2010, was 14% in 2013. 

In Japanese dace, 43% were infected in 2010 and 69% in 3013. The main prey of Ezo dace were algae and non-native signal 

crayfish, and they also fed on terrestrial insects, small fish, and fish eggs. Although the size of signal crayfish that Ezo dace 

can prey on is small (less than 40 mm of the cephalothorax carapace length), Ezo dace are considered to have an impact on 

the ecological balance of the lake as predators due to their large population size.

Keywords: Lake Kussharo, Japanese dace, Ezo dace, sex ratio, feeding habits, tapeworm


